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( 科目コード：8508320005JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】[ ディジタル画像処理 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

鶴見 智

【授業目標・教育方針】
・ディジタル画像の標本化と量子化が理解できること。
・濃度変換、空間フィルタ、２値化画像処理の概念を理解できること。
・２次元フーリエ変換、画像の直交変換が理解できること。
・画像圧縮の原理が理解できること。
・種々の画像処理プログラムを作成できること。

【授業概要】
画像処理は、画像を入力として、それに対してなんらかの処理を施すことである。この講義では、ディジタル画像の
仕組み、フィルタリング、画像圧縮といったディジタル画像処理技術の基礎的な部分をプログラム作成を通して学
ぶ。。学習内容は以下の通りである。
○ディジタル画像の基礎
○濃度変換
○空間フィルタ
○２値化画像処理
○フーリエ変換
○画像の直交変換
○ディジタルフィルタ
○画像圧縮

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：藤岡弘、中前浩治「画像処理の基礎」（昭晃堂）
参考書：酒井幸市「ディジタル画像処理入門」（コロナ社）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
実習はＪ科パソコン室で行う

【メッセージ】
画像処理技術はＣＧ、コンピュータビジョンのみならず、携帯電話、ブロードバンド、ディジタル放送の普及でます
ます重要性を増してきています。IT 技術の基礎として学んでおきたい。

【リンク】
http://www.ice.gunma-ct.ac.jp/~tsurumi/

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8508320005JJ/20090403

【授業計画】（授業名：[ ディジタル画像処理 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ディジタル画像の基礎 アナログ画像をディジタル化するための標本化と量子
化、カラー画像など、ディジタル画像の仕組みについ
て学ぶ。

第 2 回 ディジタル画像処理システム ディジタル画像処理システムについて学び、カラーと
白黒のディジタル画像をパソコンで処理して出力する
方法をプログラム作成を通して学ぶ。

レポート１

第 3 回 濃度変換 画像データをもとに、濃度値に対する画素数を示すヒ
ストグラム、コントラストなどの種々の濃度変換につ
いて学ぶ。

第 4 回 コントラスト改善 線形、非線形な濃度変換とヒストグラム平滑化による
濃度変換など学ぶ。

第 5 回 空間フィルタリング 平均化、メディアン各フィルタのプログラムによる画
像の平滑化を学ぶ。

レポート２

第 6 回 特徴抽出フィルタ 微分フィルタによる画像の特徴抽出、およびラプラシ
アン等による画像の鮮鋭化を学ぶ。

第 7 回 ２値化画像 ２値化のしきい値を固定、自動、可変の各処理による
プログラムと、画像の膨張と収縮について学ぶ。

レポート３

第 8 回 中間試験 ７回までの内容についての理解をみる。
第 9 回 一次元フーリエ変換と FFT 周期信号のフーリエ変換を復習後、ディジタル画点に

適した離散フーリエ変換と高速フーリエ変換 (FFT) に
ついて学ぶ。

第 10 回 画像の直交変換 ２次元フーリエ変換と画像圧縮に利用されるコサイン
変換を理解するため、例題を用いて直交変換の基礎を
学ぶ。

第 11 回 ディジタルフィルタ 1 次元・2 次元ディジタルフィルタの仕組みと周波数
特性について学ぶ。空間フィルタリングと周波数フィ
ルタリングの関係についても学ぶ。

第 12 回 ２次元フーリエ変換と DCT ２次元離散コサイン変換 (DCT) のプログラムを用い、
２次元画像に適用して高低域フィルタリングについて
学ぶ。

レポート４

第 13 回 画像圧縮の基礎 ランレングス符号化、ハフマン符号化、予測符号化の
学習を通して画像圧縮の原理を学ぶ。

第 14 回 画像圧縮の応用 2 次元離散コサイン変換 (DCT) を用いた画像圧縮の仕
組み、および標準画像圧縮法である JPEG、MPEG の
原理と動向を学ぶ。

第 15 回 総合演習 これまでに学んだディジタル画像処理の総合プログラ
ム作成を行う。

レポート５
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